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墓心臓の房室伝導系に関する研究

第3報乳酸の影響

金沢大学医学部生理学i教室（主任　斎藤教授）

　　　大　　井　　成　　之

　　　　　　舘卿癩　δε

　　　　　（昭和29年8月19日受付）

　廊廟出心臓を好気的環境で灌流する場合1），

その房室伝導機能は早晩低下し始める1）2）．斯

る伝導機能の低下には伝導系含有糖質の消耗が

その一要因1）2）として挙げられるのであって，

この時期に諸種代謝物を添加すると，低下した

伝導機能は再び充進ずる3）．

　一方，食用蛙の安静時血液組成に乳酸4）があ

り，生体内心臓は安静時におV・て既に乳酸含有

血液で営養され’てV・る．

　そヒで，先ず血液乳酸の増加が生体内心臓の

房室伝導機能に及ぼす影響を検討し，次に灌流

液添加乳酸が捌出心臓の房室伝導機能に及ぼす

影響を生体内の場合と比較した．

1．生体内心臓の房室伝導機能に及ぼナ血液乳酸檜加の影響

　　　　　　A．実　験　方　法

　麻醇：20％Urethane　lcc／1GO9皮下注射

　乳酸測定5）及び血球素測定6）：股動脈から探卜し

た血液による．

　房室伝導時間：右肩頭部及び左大腿の皮膚より誘

導した心電図のP－Q間隔で表わす，

　血液乳酸増加法＝　睨血及び乳酸（予め中和）注射

によった．

　　　　　　：B．実∫験　成　績

　（1）安静時の動物血乳酸量

　Urethane麻醇墓g匹について、股動脹から

得π血液の乳酸量は準均12．5（4．0－21．6）mg

／dlで，ヒの値を安静時動脈血乳酸量とした．

　（2）　脱血の：影響

　心電図記録数で探血の操作を40分間隔で5回

繰り返した成績を第1図の実線で示す．なお1

回の探血量は2．5ccである．

　ヒの図で明かなように，探血回数が進むにつ

れ血液は次第に稀釈されるが，その際血液乳酸

の増加に件ってP－Q闇隔が短縮する．

　　　第　　1　　図
×　血球素量　　　　実線　睨血
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　（3）乳酸注射の影響

　1％乳酸2ccを背部皮下注射した場合の成

績を第1図の点線で示す．

　而してとの場合においては，血液は稀釈され
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ておらす，且つ血液乳酸の増加に件ってP－Q

闇隔が短縮する．

　従って生体内心臓の房室伝導系に対し，供給

した乳酸が全部その儘の形で影響するとは云い

切れぬ7）が，以上の成績により，房室伝導機能

が血液孚L酸の増加に件って充進ずることは確か

である。

II．別出心臓の房室伝導機能に及ぼす乳酸の影響』

　　　　　　A．実　験　方　法

　標本：別出心臓の房室標本

　心臓駆動法：第1報1）に同じ．週期は3秒・

　灌流髪置：第2報3）に同じ．但し実験（3）では

循環灌流法を適用した，即ち著者の灌流襲置1）におい

て，灌流液滴下管及び排出ロを一時的に閉餓した．こ

の際の循最灌流液量は約46cであった．なお環境は

特別に断らぬ限り好気的である．

　灌流液の乳酸濃度：　8，8・6，玉6，32及び80mg

／dl濃度の乳酸添加高野氏液を用いた，乳酸は予め申

和した．なお「ガラス電極で測定したこれら灌流網の

pH：は7・64と7．68の範囲内にあった，

　測定事項：与週期の房室伝導時間及び房室伝導恢

復曲線1）

　　　　　　B．実　験　成　績

　（1）士流液添加乳酸濃度の影響

　各種濃度の乳酸添加灌流液：で40乃至50分灌流

し，その後40分聞の乳酸非添加灌流液による洗

源期間を設けた．

得た成績の1例が第2図で，図中横軸上の数

字は灌流液の乳酸濃度mg／dlを表わす．
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第2図　灌流液添加乳酸濃度と房室伝導時間
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　図が示すように，80mg／dlを除く他の乳酸濃

度では，伝導時間の短縮及びその準衡到達時間

が濃度に比例する．然るに80mg／d1では，短

縮程度が反って減少し，且つ短縮過程も一過性

である．

　更にこの実験例につき，32及び：80mg／d1乳

酸作用時の房室伝導恢復曲線を求めた成績を第

3図に示す．

　即ち両者濃度の乳酸作用後30分（二流二二

420分及び510分）にお》・て求めた曲線は，温

言二流末期（三流時聞380分及び550分）にお

いて求め：た対照曲線より何れも左下方に偏位
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第4図　　低濃度乳酸の影響
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れる．而して洗野冊流により伝

導時闇は再び乳酸作用前の値に

迄延長する．即ち乳酸の作用は

持続的且つ可逆的といえる．

　（3）循環灌流時の灌流液乳

　　　　酸の浩長

　第4図の実験例につき，A，B

及びCにおいて循環灌流を適用

し，その聞，5分叉は10分間隔

で測定した静脈Cannula内灌
流液乳酸量の時間的変動を第5

図に示す．無血A，B及びCの

曲線は夫々乳酸作用下好気的環

境，乳酸作用下嫌気的環境及び

乳酸非作用下嫌気的環境の場合

に相当する．また点線の期聞は

嫌気的環境を意味する．

第5図　循環灌流液の乳酸濃度
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する．而して80mg／d1の場合の恢復過程は，

32mg／d1の場合に比較し，逆に逞滞する．

　即ち房室伝導機能の抜復過程も亦乳酸により

促進するが，その恢復の逞速は，与週期の伝導

時闇の場合と同様，必ずしも乳酸濃度と比例し

なv・．

　（2）低濃度乳酸による長期回流

　8．6mg／dl乳酸を240分間に亘って作用させ

た場合の房室伝導時間の変動を第4図に示す．

図中破線の期間に循環灌流適が用された．

　ヒの成績によると，伝導時闇は乳酸作用後20

分で既に著明に短縮し，斯る短縮三態は，循環

灌流期間を無覗すると，乳酸作用期間中維持さ
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　との成績によると，循環灌流に際し，好気的

環境では灌流液乳酸が逐次減少する．然るに嫌

気的環境では，乳酸添加の如何に拘わらす，乳

酸が門流液中に拡散出現する．即ちこの成績

は，房室標本が好気的環境において灌流離中の

乳酸を撮取利用するヒとを示す．

　さて斯る循環灌流期間の房室伝導機能の変動

は第4図（破線内）に示される．

　即ち嫌気的環境における房室伝導機能は，灌

流液乳酸量の如何に拘わらす低下する．然るに

好気的環境における伝導機能は乳酸量の減少に

俘って低下し，而も乳酸非添加時の場合に迄は

低下しなV・．

【64　】



墓心藏の房室伝導系に関する研究 543

　以上の灌流実験成績により，好気的環境にお

V・ては，

　房室標本は添加乳酸を撮取利用する，

　房室伝導機能は，その恢復過程をも含め，添

加乳酸の濃度に比例して充進ずるが，その濃度

には至適濃度がある，

ととが判った．

III．総

　灌流実験成績によると，8．6mg／dl乳酸は房

室伝導機能を持続的且つ可逆的に詠進させる

が，ヒの乳酸量は：安静痔の血液乳酸量に近似す

る値である．また循環憩流の場合，乳酸濃度が

8，6mg／d1か日6．Om9／dlに：減少するに際し，

伝導時間は0・1秒以上も延長した．従って生体

内心臓の房室転導機能は，安静時におV・て既に

血液乳酸の影響を蒙っていると看徴される．

　また灌流実験にお＼（て，乳酸濃度を8mg／dl

から32m9／dlに迄増加させると，房室伝導機

能は乳酸濃度に比例して’充進ずる．同様に生体

内心臓におv・ても，血液乳酸を約30mg／dlに

迄増加させると，伝導機能は明かに充平した．

即ち血液並びに灌流液両者の乳酸濃度が安静時

括

の血液乳酸量より増加する際には，生体内並び

に別選心臓の房室伝導機能が更に充進ずる．

　なお，乳酸非添加周流実験1）によると，冬期

に響ける房室伝導機能は灌流弾聞400分頃より

低下し始めたが，乳酸添加に際しては，斯る伝

導機能の低下が灌流末期においても認められ

ぬ．即ち灌毒液添加乳酸は伝導機能を充進させ

ると同時に，長期灌流末期における伝導機能の

低下時期をも逞延させ得る．

　以上により，好気的環境における房室伝導系

は，心筋7）8）と同様に乳酸を撮取利用するもの

と推測され，従ってこの事は灌流液の改良にも

一示唆を与えるととになる．

IV．摘

　墓生体内並びに算出心臓の房室伝導機能に及

ぼす乳酸の影響について，次の成績を得た。

　（1）Urethane麻縄基の動脈血乳酸量は912．5

（4．0－2L6）mg／d1である．

　（2）生体内心臓の房室伝導機能は，血液乳酸

の増加に件って充進ずる．

　（3）導出心臓の房室伝導機能は，その恢復過

程をも含め，灌輝輝添加乳酸の濃度に比例して

要

充進ずる．而してその濃度には至適濃度があ

る．

　（4）捌出心臓の房室伝導機能は，添加乳酸濃

度が安静時血液乳酸に近似する場合，既に直進

した撒態を持続する．

　本研究は一部文部省科学研究助成金の補助によった

ことを附記すると共に，終始御懇切な御指導を賜わっ

た斎藤教授に深謝致します．
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